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田　　植

例会場　鶴岡市馬場町　物産館3階ホール

例会日　毎週火曜日　12‥30－13：30

市馬場町　商工会議所円
電　話　0235¢95775

上　　野　　三　　郎

9．出　席　報　告

10．点　　　　　鐘

迎　田　　稔君

佐藤　　忠君

張　　紹淵君
鈴木弥一郎君
内　山喜一君

安藤定助君
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形　ビジター紹介

半田茂弥君（石油配布）1

笹本森雄君（ホテル）　　l

半田勇三郎君（生命保険）

菅原幸雄君（プレハブ建築）

井上　　彬君（建材販売）

加藤　　広君（電気工事）　　ノ

〉鶴岡西R．C

形スマイ　ル

三井　　健君＝銀座通りに鶏肉店を開店されました。

謬会長報告

1．米山功労者メダル送付の件

従来の米山功労者の楯に代りメダルを贈呈する事になっておりましたが、メ

ダルが完成しましたので、当クラブの米山功労者張紹淵君、故張生妹さんに贈

呈致します。

2．鹿児島西R．Cより礼状を頂きました

手紙の文面は下記の通りです。

国際ロータリー第273地区の年次大会に際し、友愛の心溢れるメッセージを

賜わり、深い感銘をうけました。

鶴岡クラブと鹿児島西クラブが兄弟クラブの盟約を結んでから14年の問、両

クラブ問の交流は年を重ねるにつれ、深くなりつつありますが、御説の通り固　ヽ一ノ

く結ばれた、このきずなを今後とも維持してゆきたいものと願っております。

今回の年次大会は当クラブの15周年記念事業の一部と思い、クラブ全会員一

致して大会準備に取り組みましたが、当地区西田ガバナーその他の御指導のも

とに、成功裡に無事終了した事を御報告申し上げることは、私共の喜びに堪え

ないところであります。

貴クラブからも遠路をいとわず、安藤定助君、三井徹君の御参加を頂きまし

た事は兄弟クラブの証しとして、深く心に残るところであり、厚く御礼を申し

上げます。



今回の大会を契機として、当クラブ員のロー一夕リーに対する理解と信念もい

よいよ深まり、奉仕活動も更に拡がってゆくものと期待し、念願しております○

鶴岡クラブと鹿児島クラブの結盟の縁は遠く百年の昔に、その源を発してお

りロークリ【クラブとしての新しい形で結ばれておりますが、その願うところ

は、お互いに一つの心に帰すると思います。

貴クラブが益々奉仕の精神により発展され、その御隆盛と、貴会員皆様の御

健勝をお祈りし、鹿児島西クラブ会員91名の誠意と友愛の真心をこめて御挨拶

申し上げます。

鬱幹事報告

1．県立鶴岡盲学校の恒例に依る加茂水族館遠足が次の通り実施致しますので多

数ご参加下さい。

と　き　5月29日（月）小雨決行

盲学校出発（バス）A．M　9：00

水族館着　　　　　A．Mll：30

水族館発（バス）P．M　2：45

盲学校着　　　　　P．M　3：15

携　行　品　　昼　食

2．会報到着

（1）台車港区R．C（2）山形R．C（3）山形西R．C（4）山形北R・C

（5）山形南R．C（6）石巻東R．C

3．其の　他

（1）当地区第4回R．A．C年次大会の大会記念誌

（2）国際ロータリー財団1976～77年度の年次報告

4．東京大会時、台中港区R．Cよりクラブ宛次の様なお土産物を頂戴致しまし

た。

務仁東京国際大金報告

盛大な大変立派な大会でありましたという報告が張君、鈴木弥一郎君、安藤定



助君よりありました。

塀創立20周年記念特別委員会

、■－←／

石　黒　慶之助君

高　橋　正太郎君

森　田　清　治　君

安　藤　定　助　君

山　口　等之助君

彩出席報告
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